
[R7年度施行]

東部スラッジセンター焼却施設　1号炉燃焼空気冷却器補修業務

準備費

安全費

材料費

労務費

合計
機械設備据付工 人 16.8 据付間接費対象
普通作業員 人 1.8

名称 単位 数量 単価 金額 備考

合計
補助材料費

本体ﾊﾝﾄﾞﾎｰﾙ用ｶﾞｽｹｯﾄ 枚 2
下部ﾍｯﾀﾞﾏﾝﾎｰﾙ用ｶﾞｽｹｯﾄ 枚 1
上部ﾍｯﾀﾞﾏﾝﾎｰﾙ用ｶﾞｽｹｯﾄ 枚 1
ｱﾙﾐﾅﾎﾞｰﾙ 袋 1

備考
ﾌｧｲﾊﾞｰｷｬｽﾄ 缶 1

名称 単位 数量 単価 金額

据付間接費

現場管理費

共通仮設費

間接業務費 積上げ分

定率分

仮設費 積上げ分
一般管理費

( - )
直接経費

労務費

複合工費
- 純業務費

( - ) 直接業務費 ( - )
( - )

業務原価 － -
( - )

据付業務原価 材料費

(支給品)
業務価格 機器費 支給品を除いた金額

( - ) ( - ) 輸送費

補修業務仕様書１



1.業務名

東部スラッジセンター焼却施設　1号炉燃焼空気冷却器補修業務

2.業務概要

3.業務項目

燃焼空気冷却器内の点検及び清掃 一式

4.共通事項

5.機器仕様

1号炉燃焼空気冷却器

汚泥焼却棟1階

平成19年9月

ガス－ガス熱交換器(シェルアンドチューブ式)

2,900MJ/h

660℃→240℃

20℃→250℃

119m2

6.交換部品一覧

単位

缶

袋

枚

枚

枚

7.整備内容

部品の交換 一式

整 備 項 目 確 認 事 項

本体外観 ケーシング外観等の変形・亀裂等の有無・外筒板厚測定

本体内部

各部の変形・亀裂の有無・上部管板部アルミナボールの除去・耐火物のクラック剥離

の有無・伝熱チューブの変形等・ダスト付着閉塞等の有無

エアーリークの有無（ブロア運転により確認）

本体ハンドホール用ガスケット 2

上部ヘッダマンホール用ガスケット 1

下部ヘッダマンホール用ガスケット 1

アルミナボール 1 25kg/袋

名 称 形 質 数 量 摘 要

ファイバーキャスト 1 20kg/缶

設置年月 運転時間（経過年数） 1年

型式

主
仕
様

交換熱量

排ガス入口温度

排ガス出口温度

排ガス流量

設置場所 前回修繕年月 令和５年８月

[R7年度施行]

燃焼空気冷却器内において損傷等の点検及び清掃を行う。

項 目 仕 様

使用目的

補修業務は、定期整備等停止期間に合わせて行うよう調整を図ること。



1号炉燃焼空気冷却器組立図

業務名
東部スラッジセンター焼却施設

1号炉燃焼空気冷却器補修

図面名



[R6・7・8年度施行]

東部スラッジセンター焼却施設　1号炉二次燃焼空気予熱器補修業務

準備費

安全費

材料費

労務費

(支給品)
業務価格 機器費 支給品を除いた金額

( - ) ( - ) 輸送費

( - ) 直接業務費 ( - )
( - )

業務原価 － -
( - )

据付業務原価 材料費

( - )
直接経費

労務費

複合工費
- 純業務費

定率分

仮設費 積上げ分
一般管理費

現場管理費

0 共通仮設費

間接業務費 積上げ分

据付間接費

名称 単位 数量 単価 金額

ｱﾙﾐﾅﾎﾞｰﾙ 袋 1

備考
ﾌｧｲﾊﾞｰｷｬｽﾄ 缶 1

下部ﾍｯﾀﾞﾏﾝﾎｰﾙ用ｶﾞｽｹｯﾄ 枚 1
上部ﾍｯﾀﾞﾏﾝﾎｰﾙ用ｶﾞｽｹｯﾄ 枚 1

本体ﾊﾝﾄﾞﾎｰﾙ用ｶﾞｽｹｯﾄ 枚 2

合計
補助材料費

普通作業員 人 3.6
名称 単位 数量 単価 金額 備考

合計
機械設備据付工 人 32.4 据付間接費対象

補修業務仕様書２



1.業務名

東部スラッジセンター焼却施設　1号炉二次燃焼空気予熱器補修業務

2.業務概要

3.業務項目

二次燃焼空気予熱器内の点検及び清掃 一式

4.共通事項

5.機器仕様

1号炉二次燃焼空気予熱器

汚泥焼却棟1階

平成19年9月

ガス－ガス熱交換器（シェルアンドチューブ式）

2,200MJ/h

850℃

650℃

84m2

ターボファン

22Nm3/min

19kPa

5.5kw

6.交換部品一覧

単位

缶

袋

枚

枚

枚

7.整備内容

部品の交換 一式

整 備 項 目 確 認 事 項

本体外観 ケーシング外観等の変形・亀裂等の有無・外筒板厚測定

本体内部

各部の変形・亀裂の有無・上部管板部アルミナボールの除去・耐火物のクラック剥離

の有無・伝熱チューブの変形等・ダスト付着閉塞等の有無

エアーリークの有無（ブロア運転により確認）

本体ハンドホール用ガスケット 2

上部ヘッダマンホール用ガスケット 1

下部ヘッダマンホール用ガスケット 1

アルミナボール 1 25kg/袋

風量

静圧

電動機

名 称 形 質 数 量 摘 要

ファイバーキャスト 1 20kg/缶

設置年月 運転時間（経過年数） 1年

型式

主
仕
様

交換熱量

排ガス入口温度

予熱空気出口温度

伝熱面積

ブーストファン

設置場所 前回修繕年月 令和５年８月

[R6・7・8年度施行]

二次燃焼空気予熱器内において損傷等の点検及び清掃を行う。

項 目 仕 様

使用目的

補修業務は、定期整備等停止期間に合わせて行うよう調整を図ること。



1号炉二次燃焼空気予熱器組立図

業務名
東部スラッジセンター焼却施設

1号炉二次燃焼空気予熱器補修

図面名



[R6・7・8年度施行]

東部スラッジセンター焼却施設　1号炉一次燃焼空気予熱器補修業務

準備費

安全費

材料費

労務費

(支給品)
業務価格 機器費 支給品を除いた金額

( - ) ( - ) 輸送費

( - ) 直接業務費 ( - )
( - )

業務原価 － -
( - )

据付業務原価 材料費

( - )
直接経費

労務費

複合工費
- 純業務費

定率分

仮設費 積上げ分
一般管理費

現場管理費

0 共通仮設費

間接業務費 積上げ分

据付間接費

名称 単位 数量 単価 金額

上部ﾍｯﾀﾞﾏﾝﾎｰﾙ用ｶﾞｽｹｯﾄ 枚 1

備考
ﾌｧｲﾊﾞｰｷｬｽﾄ 缶 1

本体ﾊﾝﾄﾞﾎｰﾙ用ｶﾞｽｹｯﾄ 枚 2
下部ﾍｯﾀﾞﾏﾝﾎｰﾙ用ｶﾞｽｹｯﾄ 枚 1

合計
補助材料費

普通作業員 人 2.5
名称 単位 数量 単価 金額 備考

合計
機械設備据付工 人 22.9 据付間接費対象

補修業務仕様書３



1.業務名

東部スラッジセンター焼却施設　1号炉一次燃焼空気予熱器補修業務

2.業務概要

3.業務項目

一次燃焼空気予熱器内の点検及び清掃 一式

4.共通事項

5.機器仕様

1号炉一次燃焼空気予熱器

汚泥焼却棟1階

平成19年9月

ガス－ガス熱交換器（シェルアンドチューブ式）

5,000MJ/h

760℃

650℃

234m2

6.交換部品一覧

単位

缶

枚

枚

枚

7.整備内容

本体内部

各部の変形・亀裂の有無・耐火物のクラック剥離

の有無・伝熱チューブの変形等・ダスト付着閉塞等の有無

エアーリークの有無（ブロア運転により確認）

部品の交換 一式

本体外観 ケーシング外観等の変形・亀裂等の有無・外筒板厚測定

下部ヘッダマンホール用ガスケット 1

本体ハンドホール用ガスケット 2

整 備 項 目 確 認 事 項

上部ヘッダマンホール用ガスケット 1

名 称 形 質 数 量 摘 要

ファイバーキャスト 1 20kg/缶

設置年月 運転時間（経過年数） 1年

型式

主
仕
様

交換熱量

排ガス入口温度

予熱空気出口温度

伝熱面積

設置場所 前回修繕年月 令和５年８月

[R6・7・8年度施行]

一次燃焼空気予熱器内において損傷等の点検及び清掃を行う。

項 目 仕 様

使用目的

補修業務は、定期整備等停止期間に合わせて行うよう調整を図ること。



業務名
東部スラッジセンター焼却施設

1号炉一次燃焼空気予熱器補修

図面名 1号炉一次燃焼空気予熱器組立図



[R6・7・8年度施行]

東部スラッジセンター焼却施設　1号炉結露防止予熱器補修業務

準備費

安全費

材料費

労務費

合計
機械設備据付工 人 35.7 据付間接費対象
普通作業員 人 3.9

名称 単位 数量 単価 金額 備考

合計
補助材料費
伝熱チューブ保護管 本 20
ブランケット 箱 1

備考
点検口パッキン 枚 2

名称 単位 数量 単価 金額

据付間接費

現場管理費

0 共通仮設費

間接業務費 積上げ分

定率分

仮設費 積上げ分
一般管理費

( - )
直接経費

労務費

複合工費
- 純業務費

( - ) 直接業務費 ( - )
( - )

業務原価 － -
( - )

据付業務原価 材料費

(支給品)
業務価格 機器費 支給品を除いた金額

( - ) ( - ) 輸送費

補修業務仕様書４



1.業務名

東部スラッジセンター焼却施設　1号炉結露防止予熱器補修業務

2.業務概要

3.業務項目

結露防止予熱器内の点検及び清掃 一式

4.共通事項

5.機器仕様

1号炉結露防止予熱器

汚泥焼却棟2階

平成19年9月

ガス-ガス熱交換器(シェルアンドチューブ式)

5,300MJ/h

572℃

350℃

8923Nm3/h

20℃

250℃

330Nm3/h

225.8m2

6.交換部品一覧

単位

枚

箱

本

7.整備内容

伝熱チューブ
錆・腐食・摩耗・損傷等有無

エアーリークの有無(ファン運転により確認)

部品の交換 一式

整 備 項 目 確 認 事 項

本体外観 錆・腐食・損傷等有無

本体内部(上部・下部室) 付着物・堆積物・耐火物劣化・摩耗・損傷有無

伝熱チューブ保護管 20

ブランケット 1

空気出口温度

空気流量

伝熱面積

名 称 形 質 数 量 摘 要

点検口パッキン 2

設置年月 運転時間（経過年数） 1年

型式

主
仕
様

交換熱量

排ガス入口温度

排ガス出口温度

排ガス流量

空気入口温度

設置場所 前回修繕年月 令和５年８月

[R6・7・8年度施行]

結露防止予熱器内において損傷等の点検及び清掃を行う。

項 目 仕 様

使用目的

補修業務は、定期整備等停止期間に合わせて行うよう調整を図ること。



業務名
東部スラッジセンター焼却施設

1号炉結露防止予熱器補修

図面名 1号炉結露防止予熱器組立図



[R6年度施行]

東部スラッジセンター焼却施設　1号炉排ガス冷却塔補修業務

準備費

安全費

材料費

労務費

合計
機械設備据付工 人 49.9 据付間接費対象
普通作業員 人 5.5

名称 単位 数量 単価 金額 備考

合計
補助材料費

冷却水調節弁 台 1
圧力計 台 2
接点付圧力計 台 1
噴霧用逆止弁 個 5
スクリューグランドパッキン 式 1
M-4マンホールパッキン 本 1
M-4マンホール内蓋パッキン 枚 1

2

M-1入口整流装置マンホール
パッキン

本 1

M-2、M-3マンホールパッキン 本

備考
M-1入口整流装置マンホール
内蓋パッキン

枚 1

名称 単位 数量 単価 金額

据付間接費

現場管理費

0 共通仮設費

間接業務費 積上げ分

定率分

仮設費 積上げ分
一般管理費

( - )
直接経費

労務費

複合工費
- 純業務費

( - ) 直接業務費 ( - )
( - )

業務原価 － -
( - )

据付業務原価 材料費

(支給品)
業務価格 機器費 支給品を除いた金額

( - ) ( - ) 輸送費

補修業務仕様書５



1.業務名

東部スラッジセンター焼却施設　　1号炉排ガス冷却塔補修業務

2.業務概要

3.業務項目

排ガス冷却塔内の点検及び清掃 一式

4.共通事項

5.機器仕様

1号炉排ガス冷却塔

汚泥焼却棟2階

平成19年9月

立型円筒式冷却塔(円筒スプレー式)

350℃

200℃以下

17,000Nm3/h

0.75kw

0.75kw

8kw

0.75kw

6.交換部品一覧

単位

枚

本

本

枚

本

式

個

台

台

台

スクリューグランドパッキン 1

冷却水ユニット用

噴霧用逆止弁

接点付圧力計

冷却水調節弁 冷却水供給用 1

5

1

圧力計 複式ストレーナ出入口用 2

M-2､M-3マンホールパッキン 2

M-4マンホール内蓋パッキン 1

M-4マンホールパッキン 1

M-1入口整流装置マンホール内蓋
パッキン

1

M-1入口整流装置マンホールパッキ
ン

1

摘 要

設置年月 運転時間（経過年数） 1年

型式

主
仕
様

排ガス温度

冷却温度

入口ガス量

灰搬出装置

ロータリーバルブ

ホッパヒータ

バルブヒータ

名 称 形 質 数 量

設置場所 前回修繕年月 令和５年８月

[R6年度施行]

排ガス冷却塔内において損傷等の点検及び清掃を行う。

項 目 仕 様

使用目的

補修業務は、定期整備等停止期間に合わせて行うよう調整を図ること。



7.整備内容

部品の交換 一式

冷却水配管・噴霧エアーユニット 継手部漏洩の有無・作動弁・流量計・圧力計の確認

全面清掃 灰付着箇所全面清掃

制御盤 盤内外汚損・端子締付状態・ランプ玉切れ・絶縁抵抗測定・リレー回路の状態

確 認 事 項

点検口 取付部腐食摩耗の有無

本体内部 損傷・ダスト付着の有無

スプレーノズル ノズル閉塞・ダストの付着の有無

ブリッジ防止装置 エアー圧力・電磁弁の動作確認・ヘッダ管及び継手部エアー漏れの有無

ダスト排出装置 グランド漏れ・ダスト固着・チェーン摩耗

ヒーター 動作・温度センサー設定・ヒーター絶縁抵抗測定

本体外観 錆・腐食・損傷等有無

整 備 項 目



[R7・8年度施行]

東部スラッジセンター焼却施設　1号炉排ガス冷却塔補修業務

準備費

安全費

材料費

労務費

(支給品)
業務価格 機器費 支給品を除いた金額

( - ) ( - ) 輸送費

( - ) 直接業務費 ( - )
( - )

業務原価 － -
( - )

据付業務原価 材料費

( - )
直接経費

労務費

複合工費
- 純業務費

定率分

仮設費 積上げ分
一般管理費

現場管理費

0 共通仮設費

間接業務費 積上げ分

据付間接費

名称 単位 数量 単価 金額

M-1入口整流装置マンホール
パッキン

本 1

備考
M-1入口整流装置マンホール
内蓋パッキン

枚 1

M-4マンホール内蓋パッキン 枚 1
M-2、M-3マンホールパッキン 本 2

スクリューグランドパッキン 式 1
M-4マンホールパッキン 本 1

合計
補助材料費

普通作業員 人 4.4
名称 単位 数量 単価 金額 備考

合計
機械設備据付工 人 39.8 据付間接費対象



1.業務名

東部スラッジセンター焼却施設　　1号炉排ガス冷却塔補修業務

2.業務概要

3.業務項目

排ガス冷却塔内の点検及び清掃 一式

4.共通事項

5.機器仕様

1号炉排ガス冷却塔

汚泥焼却棟2階

平成19年9月

立型円筒式冷却塔(円筒スプレー式)

350℃

200℃以下

17,000Nm3/h

0.75kw

0.75kw

8kw

0.75kw

6.交換部品一覧

単位

枚

本

本

枚

本

式

M-4マンホールパッキン 1

スクリューグランドパッキン 1

M-2､M-3マンホールパッキン 2

M-4マンホール内蓋パッキン 1

M-1入口整流装置マンホール内蓋
パッキン

1

M-1入口整流装置マンホールパッキ
ン

1

摘 要

設置年月 運転時間（経過年数） 1年

型式

主
仕
様

排ガス温度

冷却温度

入口ガス量

灰搬出装置

ロータリーバルブ

ホッパヒータ

バルブヒータ

名 称 形 質 数 量

設置場所 前回修繕年月 令和５年８月

[R7・8年度施行]

排ガス冷却塔内において損傷等の点検及び清掃を行う。

項 目 仕 様

使用目的

補修業務は、定期整備等停止期間に合わせて行うよう調整を図ること。



7.整備内容

部品の交換 一式

冷却水配管・噴霧エアーユニット 継手部漏洩の有無・作動弁・流量計・圧力計の確認

全面清掃 灰付着箇所全面清掃

制御盤 盤内外汚損・端子締付状態・ランプ玉切れ・絶縁抵抗測定・リレー回路の状態

ダスト排出装置 グランド漏れ・ダスト固着・チェーン摩耗

ヒーター 動作・温度センサー設定・ヒーター絶縁抵抗測定

点検口 取付部腐食摩耗の有無

本体内部 損傷・ダスト付着の有無

スプレーノズル ノズル閉塞・ダストの付着の有無

ブリッジ防止装置 エアー圧力゜・電磁弁の動作確認・ヘッダ管及び継手部エアー漏れの有無

本体外観 錆・腐食・損傷等有無

整 備 項 目 確 認 事 項



業務名
東部スラッジセンター焼却施設

1号炉排ガス冷却塔補修

図面名 1号炉排ガス冷却塔組立図



[R6・7・8年度施行]

東部スラッジセンター焼却施設　1号炉排ガス除塵装置補修業務

準備費

安全費

材料費

労務費

(支給品)
業務価格 機器費 支給品を除いた金額

( - ) ( - ) 輸送費

( - ) 直接業務費 ( - )
( - )

業務原価 － -
( - )

据付業務原価 材料費

( - )
直接経費

労務費

複合工費
- 純業務費

定率分

仮設費 積上げ分
一般管理費

現場管理費

0 共通仮設費

間接業務費 積上げ分

据付間接費

名称 単位 数量 単価 金額

マンホールパッキン 本 1

備考
マンホール内蓋パッキン 枚 1

天井マンホールパッキン2 枚 2
天井マンホールパッキン1 枚 8

バイパスダンパパッキン 枚 2
煙道マンホールパッキン 枚 1

スクリューグランドパッキン 式 1

合計
補助材料費

普通作業員 人 4.2
名称 単位 数量 単価 金額 備考

合計
機械設備据付工 人 37.8 据付間接費対象

補修業務仕様書６



1.業務名

東部スラッジセンター焼却施設　1号炉排ガス除塵装置補修業務

2.業務概要

3.業務項目

排ガス除塵装置内の点検及び清掃 一式

4.共通事項

5.機器仕様

1号炉排ガス除塵装置

汚泥焼却棟2階

平成19年9月

パルス空気洗浄式バグフィルター

19,000Nm3/h

200℃以下

50g/Nm3

0.02g/Nm3

0.75kw

0.75kw

28kw

0.5kw

6.交換部品一覧

単位

枚

本

枚

枚

枚

枚

式スクリューグランドパッキン 1 T/#2940

煙道マンホールパッキン 1

バイパスダンパパッキン 2

天井マンホールパッキン1 8

天井マンホールパッキン2 2

マンホールパッキン 1

ロータリーバルブ

ホッパーヒータ

バルブヒータ

名 称 形 質 数 量 摘 要

マンホール内蓋パッキン 1

設置年月 運転時間（経過年数） 1年

型式

主
仕
様

入口ガス量

入口温度

入口灰濃度

出口灰濃度

灰搬出装置

設置場所 前回修繕年月 令和５年８月

[R6・7・8年度施行]

排ガス除塵装置内において損傷等の点検及び清掃を行う。

項 目 仕 様

使用目的

補修業務は、定期整備等停止期間に合わせて行うよう調整を図ること。



7.整備内容

ブローパイプ 内部付着物・堆積物清掃

部品の交換 一式

排出機内部 異物混入・損傷の有無

ダスト排出装置 異物混入・損傷の有無

排ガス出口ダンパ グランド漏れ・ダスト固着動作確認

ろ布 損傷・付着ダスト・リテーナ腐食の有無

ろ布分析 引張強さ・伸び率・通気性(1本)・顕微鏡観察(付着状況・吹漏状況・侵入状況)

パルスエアー装置 エアー圧力・弁作動状態・ヘッダー管漏れの有無

整 備 項 目 確 認 事 項

本体外観 錆・腐食・損傷等有無

本体内部 損傷・ダスト付着の有無



業務名
東部スラッジセンター焼却施設

1号炉排ガス除塵装置補修

図面名 1号炉排ガス除塵装置組立図



[R6・8年度施行]

東部スラッジセンター焼却施設　1号炉排ガス処理塔補修業務

準備費

安全費

材料費

労務費

合計
機械設備据付工 人 14.8 据付間接費対象
普通作業員 人 1.6

名称 単位 数量 単価 金額 備考

合計
補助材料費

耐熱塗料(4 ) 缶 1

備考
マンホールパッキン 枚 6

名称 単位 数量 単価 金額

据付間接費

現場管理費

0 共通仮設費

間接業務費 積上げ分

定率分

仮設費 積上げ分
一般管理費

( - )
直接経費

労務費

複合工費
- 純業務費

( - ) 直接業務費 ( - )
( - )

業務原価 － -
( - )

据付業務原価 材料費

(支給品)
業務価格 機器費 支給品を除いた金額

( - ) ( - ) 輸送費

補修業務仕様書７



1.業務名

東部スラッジセンター焼却施設　1号炉排ガス処理塔補修業務

2.業務概要

3.業務項目

排ガス処理塔内の点検及び清掃 一式

4.共通事項

5.機器仕様

1号炉排ガス処理塔

汚泥焼却棟2階

平成19年9月

湿式洗浄冷却脱硫塔

19,000Nm3/h

200℃以下

40℃以下

65℃

6.交換部品一覧

単位

枚

缶

7.整備内容

部品の交換 一式

排水タンク 異物堆積・損傷の有無、清掃含む

スプレーノズル 全数噴霧の確認

排ガス入口ダクト塗装 煙道内部塗装φ900×6000L

整 備 項 目 確 認 事 項

充填材の点検 一式

名 称 形 質

本体外観・内部 錆・腐食・損傷の有無・ダスト付着の有無

摘 要

マンホールパッキン 6

耐熱塗料(4 ) 1

数 量

設置年月 運転時間（経過年数） 1年

型式

主
仕
様

入口ガス量

入口温度

出口温度

排水温度

設置場所 前回修繕年月 令和５年８月

[R6・8年度施行]

排ガス処理塔内において損傷等の点検及び清掃を行う。

項 目 仕 様

使用目的

補修業務は、定期整備等停止期間に合わせて行うよう調整を図ること。



[R7年度施行]

東部スラッジセンター焼却施設　1号炉排ガス処理塔補修業務

準備費

安全費

材料費

労務費

複合工費

合計

充填材洗浄費 式 1
名称 単位 数量 単価 金額 備考

合計
機械設備据付工 人 14.8 据付間接費対象
普通作業員 人 1.6

名称 単位 数量 単価 金額 備考

合計
補助材料費

耐熱塗料(4 ) 缶 1

備考
マンホールパッキン 枚 6

名称 単位 数量 単価 金額

据付間接費

現場管理費

0 共通仮設費

間接業務費 積上げ分

定率分

仮設費 積上げ分
一般管理費

( - )
直接経費

労務費

複合工費
純業務費

( - ) 直接業務費 ( - )
( - )

業務原価 － -
( - )

据付業務原価 材料費

(支給品)
業務価格 機器費 支給品を除いた金額

( - ) ( - ) 輸送費



1.業務名

東部スラッジセンター焼却施設　1号炉排ガス処理塔補修業務

2.業務概要

3.業務項目

(1) 排ガス処理塔内の点検及び清掃 一式

(2) 充填剤の洗浄作業 一式

4.共通事項

5.機器仕様

1号炉排ガス処理塔

汚泥焼却棟2階

平成19年9月

湿式洗浄冷却脱硫塔

19,000Nm3/h

200℃以下

40℃以下

65℃

6.交換部品一覧

単位

枚

缶

7.整備内容

充填材の点検・洗浄作業 一式

部品の交換 一式

排水タンク 異物堆積・損傷の有無、清掃含む

スプレーノズル 全数噴霧の確認

排ガス入口ダクト塗装 煙道内部塗装φ900×6000L

整 備 項 目 確 認 事 項

名 称 形 質

本体外観・内部 錆・腐食・損傷の有無・ダスト付着の有無

摘 要

マンホールパッキン 6

耐熱塗料(4 ) 1

数 量

項 目 仕 様

使用目的

[R7年度施行]

排ガス処理塔内において損傷等の点検・清掃、及び充填剤洗浄を行う。

補修業務は、定期整備等停止期間に合わせて行うよう調整を図ること。

設置場所 前回修繕年月 令和５年８月

設置年月 運転時間（経過年数） 1年

型式

主
仕
様

入口ガス量

入口温度

出口温度

排水温度



業務名

図面名

東部スラッジセンター焼却施設
1号炉排ガス処理塔補修

1号炉排ガス処理塔組立図



[R6・7・8年度施行]

東部スラッジセンター焼却施設　１号炉砂排出設備補修業務

準備費

安全費

材料費

労務費

(支給品)
業務価格 機器費 支給品を除いた金額

( - ) ( - ) 輸送費

( - ) 直接業務費 ( - )
( - )

業務原価 － -
( - )

据付業務原価 材料費

( - )
直接経費

労務費

複合工費
- 純業務費

定率分

仮設費 積上げ分
一般管理費

現場管理費

0 共通仮設費

間接業務費 積上げ分

据付間接費

名称 単位 数量 単価 金額 備考
点検口用ｶﾞｽｹｯﾄ 枚 2

合計
補助材料費

普通作業員 人 1.0
名称 単位 数量 単価 金額 備考

合計
機械設備据付工 人 8.7 据付間接費対象

補修業務仕様書８



1.業務名

東部スラッジセンター焼却施設　１号炉砂排出設備補修業務

2.業務概要

3.業務項目

砂抜出コンベヤ及び引抜管等引抜設備の点検整備 一式

4.共通事項

5.機器仕様

　砂排出設備

　汚泥焼却棟1階

　平成19年9月

　水冷ジャケット付一軸スクリューコンベヤ

　約280mmφ×約5mL

　0.3～1.0 t/hr

　400V　50Hｚ　2.2kW　VVVF

　㈱タクマ

6.交換部品一覧

単位

枚

7.整備内容

[R6・7・8年度施行]

整 備 項 目 確 認 事 項

部品の交換 一式

本体外観・内部
砂抜出コンベヤ点検整備（軸受、軸冷却水漏れ確認、スクリュー・ケーシング摩耗状況確認、
部分簡易補修）
砂引抜配管等点検(目視確認、部分補修)

名 称 形 質 数 量 摘 要

点検口用ｶﾞｽｹｯﾄ 2

設置年月 運転時間（経過年数） １年

型式

主
仕
様

寸法

輸送量

容量

製造者

項 目 仕 様

使用目的

設置場所 前回修繕年月 令和５年８月

砂抜出コンベヤほか砂引抜設備の性能維持のため、定期点検整備及び消耗部品の交換を行う。

補修業務は、定期整備等停止期間に合わせて行うよう調整を図ること。



業務名
東部スラッジセンター焼却施設

１号炉砂排出設備補修業務

図面名 全体図



[R6・7・8年度施行]

東部スラッジセンター焼却施設　１号炉ケーキ投入機補修業務

準備費

安全費

材料費

労務費

(支給品)
業務価格 機器費 支給品を除いた金額

( - ) ( - ) 輸送費

( - ) 直接業務費 ( - )
( - )

業務原価 － -
( - )

据付業務原価 材料費

( - )
直接経費

労務費

複合工費
- 純業務費

定率分

仮設費 積上げ分
一般管理費

現場管理費

0 共通仮設費

間接業務費 積上げ分

据付間接費

名称 単位 数量 単価 金額 備考
本体ケーシング用ガスケット 枚 1

合計
補助材料費

普通作業員 人 1.4
名称 単位 数量 単価 金額 備考

合計
機械設備据付工 人 12.8 据付間接費対象

補修業務仕様書９



1.業務名

東部スラッジセンター焼却施設　１号炉ケーキ投入機補修業務

2.業務概要

3.業務項目

ケーキ投入機点検整備 一式

4.共通事項

5.機器仕様

　ケーキ投入機

　汚泥焼却棟２階

　平成19年9月

　二軸スクリュー式（軸水冷式）

　電動機直結サイクロ減速機(トルクリミッタ付)

　ホッパ容量 1.2m3

　脱水ケーキ＋し渣(比重0.8)

　8.8ｔ/hr(最大)

　3 /hr

　3.7kW × 400V × 4P　モーター駆動（VVVF制御）

6.交換部品一覧（1台分）

単位

枚

7.整備内容

[R6・7・8年度施行]

整 備 項 目 確 認 事 項

本体外観・内部
ケーキ投入機点検整備(投入機点検・清掃、目視確認、各部板厚測定、部分補修)
ホッパ点検・清掃

部品の交換 一式

名 称 形 質 数 量 摘 要

本体ケーシング用ガスケット 1

設置年月 運転時間（経過年数） 1年

型式

主
仕
様

搬送物

搬送能力

冷却水量

電動機

項 目 仕 様

使用目的

設置場所 前回修繕年月 令和５年８月

ケーキ投入機の性能維持のため、定期点検整備及び消耗部品の交換を行う。

補修業務は、定期整備等停止期間に合わせて行うよう調整を図ること。



業務名
東部スラッジセンター焼却施設

１号炉ケーキ投入機補修業務

図面名 全体図



[R6・7・8年度施行]

東部スラッジセンター焼却施設　1号炉空気圧縮機補修業務

準備費

安全費

材料費

労務費

合計
機械設備据付工 人 22.8 据付間接費対象
普通作業員 人 2.5

名称 単位 数量 単価 金額 備考

OMRショウモウヒンキット 個 1

その他部品 式 1

サクションフィルタエレメント 個 1

合計
補助材料費

クーラネストPK(NA) 

オイルポンプブヒンキット

個

カップリングゴム

オイルフィルタエレメント 個 1

クーラーヘッダパッキン 個

エアシリンダブヒンキット
オンチョウベン 個 1

センヨウコウブツユ20L 個 1

Yガタストレーナエレメント

パック

個

個デンチ

名称 単位 数量 単価 金額 備考

据付間接費

現場管理費

共通仮設費

間接業務費 積上げ分

定率分

仮設費 積上げ分
一般管理費

( - )
直接経費

労務費

複合工費
- 純業務費

( - ) 直接業務費 ( - )
( - )

業務原価 － -
( - )

据付業務原価 材料費

(支給品)
業務価格 機器費 支給品を除いた金額

( - ) ( - ) 輸送費

個

1

1

個

個

個
個

ギャクシベン-1

インタークーラパッキン

2ダンスイコミパッキン

1

2

1

1

個

個

ギャクシベン-2

セイギョフィルタエレメント

1

1

1

1
1

2

補修業務仕様書10



1.業務名

東部スラッジセンター焼却施設　1号炉空気圧縮機補修業務

2.業務概要

3.業務項目

1号炉空気圧縮機分解点検・整備　１台 一式

(1) 令和6年度　１号炉Ｎｏ．２空気圧縮機　点検整備・消耗部品交換 一式

(2) 令和7年度　１号炉Ｎｏ．３空気圧縮機　点検整備・消耗部品交換 一式

(3) 令和8年度　１号炉Ｎｏ．１空気圧縮機　点検整備・消耗部品交換 一式

4.共通事項

5.機器仕様

1号焼却炉設備に使用する圧縮空気を補給する。

焼却棟2階

平成19年9月

スクリュー式(水冷式)　DSP-75WMⅡ

12.8m3/min

0.69MPa

75kW

400V×50Hz

㈱日立産機システム

6.交換部品一覧（1台分）

単位

個

個

個

個

個

個

個

個

個

パック

個

個

個

個

個

個

個

-

電動機

電源

製造者

型式

主
仕
様

吐出風量

定格圧力

項 目 仕 様

使用目的

設置場所 前回修繕年月
№1：2022.9、№2：2020.8、№3：
2021.9

エアシリンダブヒンキット 40615511 1

名 称 形 質 数 量 摘 要

ギャクシベン-1 24219062 1

サクションフィルタエレメント 29617210 1

オンチョウベン 29415831 1

オイルポンプブヒンキット 54003000 1

Yガタストレーナエレメント 5824H010 1

2ダンスイコミパッキン 54270370 1

オイルフィルタエレメント 51188820 1

センヨウコウブツユ20L 59047620 1

クーラネストPK(NA)

セイギョフィルタエレメント

インタークーラパッキン

ギャクシベン-2

カップリングゴム 5400B640 1

デンチ 50514220 1

その他部品

パッキン類、Oリング、ベアリング

式 1シールワッシャ、プラグ、フィルター

ファン、焼き付き防止剤、油脂類

補修業務は、定期整備等停止期間に合わせて行うよう調整を図ること。

[R6・7・8年度施行]

54006051

24220241

154000350

33044003

2

1

1

1

クーラーヘッダパッキン 54230020 2

OMRショウモウヒンキット 5372E633 1

設置年月 運転時間（経過年数）

空気圧縮機の定期点検整備及び消耗部品の交換を行う。



7.点検整備内容

№

1 潤滑油・グリースの交換

2 吸込フィルタ等の交換

3 芯出し、カップリング清掃

4 アフタークーラ、インタークーラの点検

5 増速ギヤ部の点検・整備、ギヤケース内部の清掃

6 吸込絞り弁の分解整備

7 オイルポンプの分解整備

8 主モータ・補機モータの分解整備

9 圧縮機本体の分解点検・整備

10 消耗部品の交換

点検項目



業務名
東部スラッジセンター焼却施設

1号炉空気圧縮機補修業務

図面名 圧縮機　全体図


